
君といつまでも。

藍色草

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
君
と
い
つ
ま
で
も
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
８
９
８
９
Ｆ

【
作
者
名
】

　
藍
色
草

【
あ
ら
す
じ
】

　
他
校
に
も
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
ほ
ど
の
二
人
組
、
檜
山
優
と
愛
田
洸
。
優

は
美
少
年
。
愛
は
美
少
女
。
で
も
二
人
に
は
秘
密
が
あ
っ
た
。
実
は
・
・
・
。

男
装
に
女
装
、
は
た
ま
た
ト
リ
ッ
プ
。
可
笑
し
な
二
人
の
繰
り
広
げ
る
び
っ
く

り
、
で
も
ほ
の
ぼ
の
な
物
語
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
な
ぁ
、
俺
っ
て
可
愛
い
か
ぁ
？
？
優
」

「
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
可
愛
い
よ
・
・
愛
。
」

「
「
は
ぁ
・
・
」
」

プ
ロ
ロ
ー
グ
・
二
人
の
諸
事
情

こ
こ
は
あ
る
コ
ト
で
有
名
な
中
学
・
・
塔
条
中
。

あ
る
コ
ト
と
は
・
・
・

『
キ
ャ
ー
ー
ー
！
！
！
優
様
ぁ
あ
あ
！
！
』

『
愛
さ
ん
・
・
今
日
も
か
わ
い
ら
し
い
！
！
』

そ
う
、
他
校
に
も
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
が
あ
る
ほ
ど
の
二
人
組
、
檜
山
優
と
愛
田
洸

ヒ
ヤ
マ
ユ
ウ

ア
イ
ダ
コ
ウ

で
あ
る
。

優
は
モ
デ
ル
も
顔
負
け
の
ス
タ
イ
ル
と
顔
を
あ
わ
せ
持
つ
美
形
少
年
。

愛
は
全
国
の
女
子
が
羨
む
で
あ
ろ
う
小
柄
な
体
系
と
ア
イ
ド
ル
に
匹
敵
・
・
、

い
や
、
そ
れ
以
上
の
顔
で
、
こ
ち
ら
も
美
少
女
。
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・
・
・
だ
が
、
こ
れ
は
皆
の
憶
測
に
過
ぎ
な
い
。

そ
う
・
・
・

優
は
女
で
・
・

愛
は
男
な
の
だ
・
・
！
！
 

そ
ん
な
感
じ
の
二
人
の
諸
事
情
。
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第
一
話

「
女
の
子
に
モ
テ
る
僕
っ
て
・
・

「
男
に
モ
テ
る
俺
っ
て
・
・

　
　
不
幸
」
」

第
二
話
・
い
つ
も
の
不
幸
に
別
の
不
幸
～
他
の
人
に
は
幸
か
も
？
～

『
愛
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
お
荷
物
お
持
ち
い
た
し
ま
し
ょ
う
か

？
？
』

「
う
う
ん
、
大
丈
夫
。
あ
り
が
と
☆
」

『
か
、
可
愛
い
・
・
。
』

『
優
様
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
！
』

「
う
ん
、
お
は
よ
う
。
様
付
け
な
ん
て
良
い
の
に
・
・
。
」

『
お
優
し
い
・
・
。
』

『
『
な
に
よ
り
、
素
敵
・
・
。
』
』
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「
お
い
・
・
、
あ
い
つ
ら
全
員
う
ぜ
ー
ん
だ
け
ど
・
・
。
」

「
こ
ら
、
愛
。
も
っ
と
小
さ
な
声
で
！
！
」

二
人
の
会
話
は
ぼ
そ
ぼ
そ
と
行
わ
れ
て
い
る
。

「
だ
っ
て
よ
ー
、
男
の
俺
に
可
愛
い
っ
て
、
し
か
も
男
ど
も
が
だ
ぜ
！
？

お
前
だ
っ
て
、
女
に
格
好
い
い
っ
て
い
わ
れ
て
ば
っ
か
で
悔
し
く
ね
ー
の
か
よ

！
！
」

「
だ
か
ら
、
し
ー
！
！

・
・
・
別
に
嬉
し
い
訳
じ
ゃ
な
い
け
ど
。
で
も
、
愛
が
分
か
っ
て
て
く
れ
て
る

か
ら
、
充
分
だ
よ
！
」

ね
？
？

「
そ
、
そ
う
か
。
お
お
お
お
前
が
良
い
っ
つ
ー
ん
な
ら
良
い
ん
だ
け
ど
な
。
」

笑
っ
た
優
に
照
れ
て
ど
も
り
な
が
ら
話
す
愛
。

「
あ
れ
？
大
丈
夫
？
顔
真
っ
赤
だ
よ
？
？
」

優
は
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
に
自
身
の
額
と
愛
の
額
を
く
っ
つ
け
る
。

ち
な
み
に
優
は
決
し
て
鈍
感
で
は
な
い
。
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む
し
ろ
敏
感
な
の
だ
が
こ
う
い
う
こ
と
に
か
ん
し
て
、
と
く
に
自
分
の
コ
ト
と

な
る
と
有
り
得
な
い
ほ
ど
鈍
感
な
の
だ
。

以
前
、
愛
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
「
俺
、
お
前
の
コ
ト
好
き
な
ん
だ
け
ど
・
・
。
」

と
言
っ
た
の
に
対
し
て
、

「
う
ん
、
ぼ
く
も
好
き
だ
よ
。
」
と
答
え
、
有
頂
天
に
な
り
か
け
た
愛
に
「
だ

っ
て
僕
ら
親
友
で
し
ょ
？
？
」

な
ど
と
続
け
て
一
気
に
愛
を
ど
ん
底
に
落
と
し
た
コ
ト
が
そ
の
証
拠
だ
。

ち
な
み
に
不
意
に
そ
の
コ
ト
を
思
い
出
し
、
意
識
さ
れ
て
な
い
ん
だ
、
俺
・
・
。

と
、
こ
の
後
愛
が
落
ち
込
ん
で
、
優
が
慌
て
た
と
か
、
慌
て
な
か
っ
た
と
か
。

優
が
愛
と
額
を
付
け
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
た
面
々
は

『
キ
ャ
ー
！
！
優
様
と
愛
ち
ゃ
ん
が
ぁ
あ
！
！
だ
れ
か
写
メ
、
写
メ
を
撮
っ
て

！
！
』

『
顔
を
真
っ
赤
に
し
て
る
愛
さ
ん
も
、
可
愛
い
な
ぁ
・
・
。
』

な
ど
と
い
っ
て
た
。
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第
二
話

「
う
、
う
わ
ぁ
・
・
・

「
あ
ー
！
！
ク
ソ
ッ
・
・
・

　
　
い
い
加
減
し
つ
こ
い
。
」
」

第
三
話
・
服
装
を
変
え
る
か
変
え
な
い
か

朝
：
皆
に
騒
が
れ
な
が
ら
登
校
。

昼
休
み
：
皆
に
騒
が
れ
な
が
ら
昼
食
。

放
課
後
：
皆
に
騒
が
れ
な
が
ら
下
校
。

「
っ
て
、

俺
ら
学
校
で
プ
ラ
イ
パ
シ
ー
も
な
に
も
無
い
じ
ゃ
ね
ー
か
ぁ
あ
あ
！
！
！
」

ガ
ン
ッ

愛
が
壁
を
蹴
る
。

そ
う
、
こ
こ
は
所
変
わ
っ
て
愛
の
部
屋
。



8

二
人
と
も
こ
の
コ
ト
に
関
し
て
は
二
年
目
だ
が
、
い
ま
だ
に
な
れ
な
い
の
だ
。

「
愛
、
ど
う
ど
う
・
・
。
」

「
優
～
だ
っ
て
さ
ぁ
～
・
・
。
」

「
う
ー
ん
・
・
。
あ
！
そ
う
だ
！
！
」

「
な
、
何
？
？
」

急
に
大
声
を
出
し
た
優
に
驚
き
つ
つ
も
話
す
よ
う
促
す
愛
。

「
じ
ゃ
あ
さ
、
僕
ら
の
コ
ト
ば
ら
さ
な
「
駄
目
。
」
・
・
な
ん
で
さ
・
・
？
」

い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
だ
と
思
っ
た
の
に
・
・
・
な
ど
と
言
っ
て
い
る
優
を
尻
目
に

愛
は
考
え
て
い
た
。

「
（
今
更
元
に
戻
る
？
！
ふ
ざ
け
ん
な
！
俺
は
男
子
用
制
服
で
優
は
女
子
用
制

服
？
！
！

・
・
・
い
ん
じ
ゃ
ね
？
優
、
可
愛
い
じ
ゃ
ね
－
か
ぁ
！
！
そ
れ
が
毎
日
拝
め
る

の
は
い
い
か
も
。

は
っ
！
！
で
も
待
て
よ
？
優
っ
て
素
が
い
い
か
ら
他
の
男
が
ち
か
よ
ん
じ
ゃ
ね

－
か
？

だ
、
駄
目
だ
－
－
－
！
！
！
）
・
・
・
つ
ー
コ
ト
で
、
駄
目
だ
。
」
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「
服
が
？
？
」

「
ぇ
、
え
え
！
？
俺
、
口
に
出
て
た
？
？
」

「
う
ん
。
女
子
用
制
服
が
い
い
と
か
言
っ
て
て
さ
ぁ
、
そ
ん
な
に
女
子
の
服
が

着
て
た
か
っ
た
の
？
？
」

「
い
や
、
ち
が
っ
、
ち
ょ
・
・
・
。
」

「
照
れ
る
な
照
れ
る
な
！
僕
も
ス
カ
ー
ト
よ
り
ズ
ボ
ン
の
ほ
う
が
良
い
し
。
だ

か
ら
・
・

「
ス
ト
ー
ッ
プ
！
！
違
う
！
俺
が
言
い
た
か
っ
た
の
は
こ
の
制
服
が
可
愛
い
か
ら

他
の
よ
り
は
ま
し
だ
よ
な
ー
っ
て
お
も
っ
て
。
別
に
好
ん
で
着
て
た
い
訳
じ
ゃ

な
い
！
！
」

慌
て
て
遮
り
喋
り
だ
す
愛
。

「
な
ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
。
」

「
（
あ
、
あ
ぶ
ね
ー
ー
！
！
女
装
好
き
の
変
態
と
か
思
わ
れ
な
く
て
良
か
っ
た

ぁ
ー
！
！
！
）
」

危
機
は
去
っ
た
、
と
ば
か
り
に
汗
を
拭
く
素
振
り
を
見
せ
る
愛
だ
が
、

「
あ
の
さ
、
久
し
ぶ
り
に
服
を
交
換
し
て
街
に
行
か
な
い
？
？
」

「
・
・
・
」
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ま
た
も
や
優
が
提
案
し
た
こ
と
に
冷
や
汗
を
か
く
始
末
。

な
ん
と
か
そ
の
ま
ま
の
格
好
で
行
く
こ
と
に
妥
協
し
て
も
ら
っ
た
愛
だ
が
、

こ
の
先
で
も
っ
と
大
き
な
不
幸
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
は
し
る
よ
し
も
な
か

っ
た
・
・
・
。
 

「
買
い
物
、
楽
し
み
だ
な
ぁ
♪
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
」
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第
三
話

「
え
、
こ
こ
っ
て
ま
さ
か
・
・
・

「
見
て
の
と
お
り
！

　
　
　
　
女
服
売
り
場
！
！
」
」

第
三
話
・
さ
っ
き
の
俺
の
苦
労
は
・
・
・
ｂ
ｙ
愛

※
愛
視
点

「
ね
ぇ
ね
ぇ
！
こ
れ
似
合
う
か
な
？
」

似
合
う
よ
。

「
あ
ぁ
」

「
こ
れ
は
？
？
」

サ
イ
コ
ー
だ
よ
、
そ
れ
。

「
い
い
ん
じ
ゃ
ね
？
」
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「
こ
れ
は
ど
う
か
な
ぁ
？
？
」

お
前
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
み
た
い
だ
な
。

「
買
え
ば
？
」

「
・
・
・
こ
れ
。
」

ふ
ー
ん
・
・
・
ん
？

「
こ
れ
。
っ
て
、
こ
こ
こ
、
こ
れ
着
ん
の
か
？
！
」

そ
う
、
俺
が
指
差
し
た
の
は
ピ
ン
ク
の
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
。

ゆ
、
優
、
こ
れ
マ
ジ
で
着
ん
の
？
！

・
・
・
や
べ
ぇ
、
い
い
。
よ
す
ぎ
。

で
も
・
・
・
他
の
男
の
目
が
・
・
・
！
！

「
や
め
た
方
が
い
ん
じ
ゃ
ね
？
」

そ
う
。
俺
は
こ
ん
な
言
葉
し
か
い
え
な
い
。

本
当
は

『
そ
れ
は
素
敵
だ
け
ど
、
そ
れ
を
着
た
優
を
他
の
男
に
は
み
せ
た
く
な
い
か
ら
・
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・そ
れ
は
や
め
ろ
よ
。
』

と
ま
で
言
い
た
い
！
！

で
も
、
案
の
定
優
は
傷
つ
い
た
顔
し
て
る
。

俺
の
せ
い
だ
。

何
と
か
し
な
く
ち
ゃ
！
！

「
な
ぁ
、
優
・
・

「
わ
か
っ
て
る
よ
。
」

・
・
え
？
」

優
、
泣
い
て
る
？

「
僕
に
、
女
ら
し
い
服
が
似
合
わ
な
い
こ
と
ぐ
ら
い
、
わ
か
っ
て
る
よ
！
！

で
も
、
で
も
！
愛
な
ら
お
世
辞
で
も
ほ
め
て
く
れ
る
っ
て
！
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・
・
・
・
・
・
そ
う
思
っ
て
た
か
ら
。

で
も
、
ち
、
が
っ
た
、
ね
・
・
。

・
・
ご
め
ん
、
さ
き
帰
る
ね
・
・
！
」

ダ
ッ

オ
レ
の
馬
鹿
！
！
好
き
な
子
の
こ
と
傷
つ
け
て
、
小
学
生
み
た
い
じ
ゃ
な
い
か
！

す
ぐ
追
い
か
け
な
く
ち
ゃ
！

待
て
よ
・
・

行
く
な
よ
・
・

優
！
！

は
ぁ
っ
・
・
い
た
！



15

「
優
！
！
！
」

「
！
！
！
　
　
・
・
・
愛
」

優
は
俺
た
ち
が
よ
く
行
く
公
園
に
居
た
。

「
は
ぁ
っ
・
・
優
！
！

逃
げ
ん
な
よ
・
・
！
！
」

謝
る
か
ら
。
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第
四
話

「
優
、
ほ
ん
と
に
ゴ
メ
ン
っ
・
・
・

「
愛
、
も
う
い
い
か
ら
さ
？
・
・
・

　
　
　
あ
と
、
あ
り
が
と
う
」
」

第
四
話
・
凄
く
、
凄
く
う
れ
し
か
っ
た
・
・
・
ｂ
ｙ
優

※
優
視
点

「
！
！
！
　
　
・
・
・
愛
」

な
ん
で
だ
ろ
・
・
胸
が
ズ
キ
ズ
キ
す
る
・
・
・

「
は
ぁ
っ
・
・
優
！
！

逃
げ
ん
な
よ
・
・
！
！
」

愛
・
・
・
追
い
か
け
て
き
て
く
れ
た
の
？

気
、
使
っ
て
く
れ
た
ん
で
し
ょ
？
？
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「
愛
、
も
う
・
・

「
ご
め
ん
っ
！
！
」

・
・
・
・
・
・
・
・
え
？
」

「
悪
か
っ
た
・
・
。
俺
、
お
前
の
気
持
ち
も
考
え
な
い
で
・
・
・
、
最
低
だ
よ

な
？
」

愛
・
・
・
い
い
よ
・
・
・

似
合
っ
て
な
か
っ
た
の
は
ホ
ン
ト
、
だ
か
ら
・
・
・

「
ホ
ン
ト
ご
め
ん
！
！

あ
と
・
・
・

え
～
っ
と
、
あ
れ
だ
、
そ
の
・
・
」

　
　
　
　
　
　
？

愛
？
も
う
い
い
の
に
・
・
・
。

「
に
、
」

「
に
？
」



18

「
に
、
に
に
、
に
に
に
に
、

似
合
っ
て
た
っ
っ
！
！
！
」

ド
キ
ッ
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赤
く
な
り
な
が
ら
そ
う
い
っ
た
愛
は

い
つ
も
の
女
の
子
み
た
い
な
可
愛
い
顔
じ
ゃ
な
く

男
の
子
の
顔
に
見
え
て

何
故
か
ド
キ
ド
キ
し
た
。

「
・
・
・
愛
、
あ
り
が
と
う
！
！
」

さ
っ
き
ま
で
の
、
ズ
キ
ズ
キ
は
消
え
て
、
代
わ
り
に
ド
キ
ド
キ
。

や
め
ろ
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
、
凄
く
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
け
ど

今
似
合
っ
て
る
っ
て
言
わ
れ
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

不
思
議
。

他
の
人
に
似
合
っ
て
な
い
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
、
多
少
は
傷
つ
い
た
し
、

似
合
っ
て
る
っ
て
言
わ
れ
た
と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
け
ど
今
の
と
は
比
べ
物
に

な
ら
な
い
。

本
当
に
不
思
議
。
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い
っ
た
い
な
ん
な
ん
だ
ろ
う
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

君といつまでも。
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n8989f/

Ｐ
Ｄ
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小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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